
「第１６回全国高等学校選抜アイスホッケー大会」開催に伴う 

新型コロナウイルス感染者の発生状況について 

１ 大会概要 

（１）日 程   令和３年８月３(火)～８日(日) 

（２）会 場   白鳥王子アイスアリーナ・ダイナックス沼ノ端アイスアリーナ・ 

          新ときわスケートセンター ３会場 

（３）参加者   チーム参加者：１４都道府県 ２６チーム 

選手５２２名・スタッフ１３４名 計６５６名 

          大会関係者等：２６１名 

                               合計 ９１７ 名 

２ 感染状況

    市内  ３チーム 生徒１５名  

    道内  ５チーム 生徒５０名 教職員等７名 

    道外  ８チーム 生徒６７名 教職員等４名 

    大会関係者  ７名（市内４名、道内２名、道外１名）  合計 １５０ 名 

３ 大会開催に伴う感染対策 

（１）大会開催前 

  ・「新型コロナウイルス感染症拡大防止に関する基本方針」を作成 

   ・参加チームへ送付して周知 

（２）大会期間中 

  ・参加チームには２週間前からの健康チェックシートを提出確認 

   ・会場では競技を除き全員マスク着用 

・対戦チームごとに出入口及びウォーミングアップエリアを分離 

・出入口ごとに受付を設置し手指消毒及び検温 

・試合ごとに健康チェックシートを提出確認 

   ・更衣室でのミーティングを極力短時間 

・試合後はベンチ及び控室の消毒 

（３）その他 

    ・会場では原則飲食禁止とし、各チームはホテル等で昼食 

    ・外部との接触や、試合会場以外の不要不急の外出を自粛 
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４ 経過概要 

８月 ７日（土） ・道外１チーム４名に発熱症状があり検査実施 

・発熱者が出たチームは、今大会の規定で棄権、準決勝１試合中止 

・残りの準決勝は、当該チームとの対戦がないことから実施 

・参加全チームに、参加者の体調管理徹底と健康観察を依頼

８月 ８日（日） ・道外１チーム４名が陽性 

・同チームの残り２６名の検査を実施し２５名が陽性 

・再度、参加全チームに参加者の体調管理徹底と健康観察を依頼 

症状が出た場合は、地元の保健所・医療機関へ相談を依頼 

・当該チームが棄権したため３位決定戦は中止 

  決勝戦は、当該チームとの対戦がないことから実施

８月１０日（火） ・大会実行委員会（市）記者発表（同日付で北海道公表） 

〈発表内容〉 道外１チーム２９名の陽性を確認 

８月１１日（水） ・大会実行委員会（市）記者発表（同日付で北海道公表） 

 〈発表内容〉 道外１チーム１名、道内１チーム２名、 

市内１チーム６名、計９名の陽性を確認 

８月１３日（金） ・感染拡大を受け、全ての大会関係者等の検査を実施・依頼

８月１６日（月） ・市庁舎８階一部窓口を休止（電話対応は可）～２０日(金)まで 

・４施設（白鳥、沼ノ端、新ときわ、ときわリンク）を閉館 

 ～２２日(日)まで

８月１８日（水）

       ～

・国立感染症研究所や北海道、苫小牧保健所、市等が大会施設などの

現地確認を含めた調査

８月２５日（水） ・国立感染症研究所から暫定報告 

８月２７日（金） ・北海道より道外１２名の陽性公表、全陽性者数150名、検査終了 

９月 ８日（水） ・第１７回定例会総務委員会にて報告 

９月２７日（月） ・国立感染研究所より今大会における新型コロナウイルス感染症事

例の公表（4P参照） 

５ 国立感染症研究所からの暫定報告 ＜提言案＞ 

（１）健康観察及び健康観察ガイドラインの見直し 

   ・ガイドラインの記載内容の見直し 

   ・参加者、関係者の健康観察の徹底 

（２）疑い症例発生時の主催者の早期対応 

（３）参加者、関係者の大会における感染管理 

（４）飛沫感染、空気感染を起こしにくい競技環境の確保 

（５）飛沫感染、空気感染を起こしにくい宿泊環境の確保 
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６ 提言案に対する現在の施設の対応状況について 

（１）リンク会場内 

①リンク会場内のCO2濃度の測定及び監視 

②サーキュレーター（大型扇風機）を設置し徹底した換気 

※リンク周囲、選手ベンチ、通路など 

③整氷時にシャッターやリンク扉、観客席非常口を開放し外気取入れ 

（２）控室等の諸室 

①控室の利用人数を１５名までに制限を行い間隔を開けて利用 

  ※利用人数が多い場合は、２部屋を貸し出すなどの対応 

②控室はドアを開放しサーキュレーター（大型扇風機）を設置 

（３）競技者 

①試合中以外（ウォーミングアップを含む）原則マスク着用 

②監督コーチについては大声を出さず必ずマスク着用 

    ※選手についても大声は出さない 

③試合中の選手ベンチでは間隔を開けて座る 

※選手ベンチに入りきれない場合はベンチ横のスペース使用 

（４）その他 

①感染対策に伴う張り紙やアナウンスで注意喚起 

７ 今後の対応について 

（１）今後も施設の対応策等を検討するとともに、国や北海道、(公財)日本アイスホッケー連 

盟等と連携し、大会の検証を行い、大会開催に伴う基本方針等の見直しを行う。 
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